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Ⅴ アウトカム項目

小田急沿線新百合ケ丘駅からバスで１０分ほどの閑静な住宅街の高台の一画にあ
り、桜並木や緑あふれるロケーションは豊かな住環境を演出しています。ホームか
らの景観は、遠くに市街地が広がり、都心へのアクセスが便利です。
＜優れている点＞
歩いて数分のところに公園があり、樹木に飛び交う小鳥のさえずりや春のおとづれ
の桜並木が季節の話題を誘います。園内の散歩や朝のラジオ体操では地域の方々と
の交流が進み、憩いの場所になっています。開設して２年になりますが、職員の動
きがほとんどなく、定着率が高いことが伺えます。研修制度の一つに、新任職員に
はベテラン職員が責任持って指導に当たる「エルダー研修」を制度化し運用してお
り、新任職員の育成に力を入れております。職員のヒヤリングでは、利用者の「言
葉の裏側にある本当の気持ちは何か」ということを考えて対応するようにしている
など、質の高いケアの実践が見られています。
＜工夫点＞
運営推進会議は２ヶ月に一回実施しています。地域の方と合同による防災訓練や
ホームのイベント行事への地域の方の参加等地域交流が進んでいます。ホームの行
事は室内にとどまらず、外食や映画など外に出る工夫がされています。この秋には
運動会が計画されています。手芸や季節を感じさせるレリーフ作品など室内の要所
に飾ってあり、家庭的な居住空間となっています。

 レクレーションに力を入れています。
・地域の方や利用者様のご家族による「和太鼓」「踊り」「歌」など定期的
に参加して下さりイベントを盛り上げて下さっています。
・季節の行事として、「お花見」「納涼祭」「運動会」「クリスマス会」と
毎年楽しんで頂いています。  また、皆さんの楽しみにされている外出レク
では映画や食事など定期的に出かける機会を作っています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

神奈川県川崎市麻生区千代ヶ丘５－７－１２
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平成24年11月12日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

15 ～ 22

自己評価項目

 1 ～ 14

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

平成24年8月15日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

１Ｕ

 事業所名

 ユニット名

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）
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グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

「優しい心で暖かい介護」と言う理念
を皆で理解し共有し業務に当たってい
ます。利用者一人ひとりの「思い」を
探り「心」に寄り添う支援を行ってい
ます。

ホームの理念は２年前の「立ち上げ」
の際、みんなで話し合って決めていま
す。フロア会議や申し送りの時は理念
を念頭に入れたうえで実施していま
す。特に利用者の生活面では淋しさや
不安を抱くことがないように、配慮の
ある支援がなされています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

地域の「公園体操」に参加したり事業
所の行事にお誘いしています。また、
散歩に出かけた時には声を掛けて下
さったり、お花の苗を頂いたり交流し
ています。

毎週火曜日には近くの公園に行き、地
域の方々が集まって体操している中に
入って、一緒に体操をしています。体
操はいろいろな種類が有り、参加した
あとはスタンプをもらうなどして、交
流のきっかけになったり、継続するこ
とで顔馴染みにもなっています。

「地域交流会」や施設の行事に来て頂
いた時など、認知症についての質問に
お答えしたり、接し方などお話させて
頂いています。

活動報告を行い、前回の検討事項につ
いての経過報告をし意見や助言を頂い
てサービスに活かしています。ボラン
テイアの紹介など協力して頂いていま
す。

運営推進会議は２ヶ月に一度開催さ
れ、複数の利用者家族が参加されてい
ます。地元の自治会との合同防災訓練
など具体的成果がでてきています。ま
た、地域包括支援センターの情報によ
るアニマルセラピーを具体化していま
す。

参加者の認知症知識の度合い
に合わせて、認知症を細かく
紹介する時間を持つことで、
地域の方に「認知症ケアの発
信の機会」となるなど運営推
進会議の趣旨を活かした、よ
り良い活用を期待します。

区役所の生活保護担当など来所時には
ホームの様子をお話したり、情報交換
しています。

生活保護の方の受け入れもしており、
行政の高齢支援課との密な連携が図ら
れ、経過情報提供など協力体制が敷か
れています。

株式会社フィールズ



グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

フロアー会議・全体会議にて周知徹底
を計っています。更衣の際や入浴時な
ど身体のチエックを行い発見した時に
は原因を明らかにし情報共有していま
す。

会社が毎月行っている「安全対策委員
会」での勉強会で知識の向上を計り、
事業所に持ち帰り勉強会を行っていま
す。また事業所でも「身体拘束廃止委
員会」を設置し意識統一を図っていま
す。

安全委員会が毎月一回開催され、「身
体拘束をしないケア」の実施に向け、
さらには虐待の芽となる不適切ケアに
ついて話をする場を設けています。

玄関入口のドアの施錠が日中
されていますが、敷地内入口
までの距離が確保されている
有効性を活かし、日中玄関の
施錠を行わない仕組みの検討
をしていくことも期待されま
す。

日常のコミュニケーションを通じて、
利用者様の要望をお聞き個別対応させ
て頂いています。ご家族様にも定例の
「家族会」や面会時にご意見・要望を
お聞きして運営に反映しています。

園庭にある「畑」をもっとやってはど
うか、と言う提案が家族からあり、実
施しています。季節の花や、野菜の
ゴーヤ、トマトを植え、利用者と一緒
に収穫をしています。

勉強会を開き職員は、自己啓発に努め
ています。

事前に契約書のサンプルを送付し十分
理解を得た上で契約に望んでいます。
契約時に於いても再度説明し質問を受
け理解を得て頂いています。

株式会社フィールズ



グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

社内では職階別研修、フォローアップ
研修があります。また、社外の研修に
も出席し事業所内で勉強会をして情報
の共有をしています。新人職員に対し
てはエルダー制度を導入しマンツーマ
ン教育を実施しています。

「フロアー会議」「全体会議」でより
良い運営を目指し話し合いを行ってい
ます。

１０：００～１２：００または夕方か
ら１時間半から２時間ををかけてフロ
ア会議を実施しています。ここで出た
職員の意見は、「まずはやってみよ
う」ということで実施してみて振り返
り、より良い内容にしています。

シフト作成に於いて職員一人ひとりの
希望を受け入れ作成しています。休憩
時間もフロアーの状況に合わせて取る
ようにしています。また、職員はそれ
ぞれの役割を持ち向上心を持って働け
る様にしています。

ご本人の気持ちに寄り添い、寂しさ・
辛さ・不安な事・・何でも傾聴しホー
ムでの生活に於いて我慢せず職員に何
でも訴えて頂ける信頼関係を作る事に
努めています。

交換研修なども行っており、グループ
ホームだけではなく特定・デイ・訪問
と交流しサービスの向上にとりくんで
います。

株式会社フィールズ



グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

ご家族の困っている事やこれまで大変
に思っていた事に耳を傾け、利用者様
同様安心して頂ける様に関係作りに努
めています。また面会時などお話しし
やすい雰囲気作りに努めています。

グループホームでのサービスについて
ご説明し理解を頂いてていますが、提
供出来ないサービスを望まれる場合は
実費も含め他のサービスの情報を提供
しています。

毎日の掃除・洗濯・食器洗い等、利用
者様と一緒に行っています。その中で
色々なアドバイスを頂いたり、イベン
トの時などは調理も一緒に行い味付け
など教えて頂く事が多いです。

毎月「一言通信」で日常の様子や健康
状態等お知らせしています。また、普
段の会話の中でご本人がご家族のお話
をして下さった時などはお知らせする
ようにし、ご本人とご家族の関係を大
切に支援しています。

地域交流をしていた利用者様には継続
して交流して頂ける様に引き続き外出
支援を行っています。また、お手紙の
やり取り、電話などで交流をして頂い
てます。

利用者が以前住んでいたマンションの
知り合いの方に連絡をとって、ホーム
に遊びに来てもらったり、はがきの便
りを送るなどの交流が継続するよう支
援しています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

やむなく入院や退去される時には「介
護サマリー」などご本人の情報を提供
をしています。退去後も必要に応じて
ご家族の相談・支援に努めています。

利用者様同士の会話も活発にされてお
り笑い声も多く聞かれます。家事など
も協力しあって行っていますが、利用
者様同士の関係がうまくいく様に職員
が見守り、調整役になり支援していま
す。

思いを伝える事が難しい利用者様でも
積極的にコミュニケーションを取り、
その時の表情や行動から意向を汲み取
り支援しています。ご家族からも情報
収集し検討しています。

言葉の出にくい利用者には常に声掛け
し、スタッフとの意思疎通ができるよ
うに気を配っています。ホームは生活
の場であることを念頭に、スタッフは
利用者が何でも話せるような家庭的な
雰囲気を作ることを心がけています。

入居前にご本人の生活暦や生活スタイ
ル・性格・こだわり等情報収集してい
ます。入居後にもその都度ご家族と情
報交換し出来るだけご本人の意向に添
える様に支援しています。

一人ひとりの生活のリズムを把握し変
化がある時には、記録に残し情報共有
しています。また、職員と一緒にする
事によって「ご本人の出来る事」「ど
うしたら出来るか？」を考え支援して
います。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

ご本人とご家族に「意向」「希望」を
伺い、職員全員でアセスメント・カン
ファレンス・モニタリングを行い介護
計画を作成しています。

利用者本人、家族、関係者が話し合
い、介護計画が作成されています。基
本的には３ヶ月に一度見直しがなされ
ていますが、変化があればその都度
行っています。現在、体調の安定した
利用者が多いようですが、スタッフは
それぞれの情報を共有しています。

個別の生活記録や、申し送りノートで
記録に残し情報を共有しています。急
を要する時には、早急にカンファレン
スを行い見直しに活かしています。

一人ひとりのニーズに対応し、買い物
やお食事など積極的に外出支援をおこ
なったり、ご家族との外食や時には
ホームで一緒にお食事を楽しんで頂き
ご家族との時間を大切にして頂いてい
ます。

地域で行っている「公園体操」に参加
したり、スーパーや美容院、カフェな
ども利用させて頂いています。また、
民生委員や自治会長、包括支援セン
ターの皆さんにも協力して頂きボラン
ティアの紹介もして頂いています。

協力医として内科・歯科（月２回）に
は入居時同意を得ていますが、ご家族
の希望により他の医療機関を主治医と
されている方もいます。状態によって
専門医の案内もさせて頂いています。

利用者本人、家族の希望により入居前
からのかかりつけ医の受診を継続して
いる利用者もいます。法人内のクリ
ニックからの往診、歯科医・歯科衛生
士の定期的な訪問もあります。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

週１回「医療連携看護」で看護師が来
所します。一人ひとりの申し送りの
ファイルで変化を報告したり直接相談
して看護師からの指示をもらっていま
す。

介護サマリーを提供したり、入院中は
主治医や相談員と連絡を取り、まめに
ご本人を見舞い退院に向けて利用者様
の状態の把握に努めています。

定期的に消防訓練を実施し消防署員立
ち会いで消火訓練・避難訓練を行って
います。また、地域の防災訓練にも参
加させて頂いています。

年に２回消防署立会の訓練を行ってい
ます。８月には夜間想定の避難訓練も
実施しています。地域の防災訓練にも
参加し、AED・簡易トイレの使い方等を
学んでいます。非常時の緊急連絡網に
は近隣に住む利用者家族や大家も加
え、地域の協力関係も良好です。

重度化した場合は医療・看護・家族と
話し合い適切に医療に繋げ、終末期に
於いてもご本人・ご家族の意思を大切
に医療・看護と連携し最後までその人
らしく生きる事が出来る様チームで支
援に取り組んでいます。

法人内では重度化した場合のあり方に
ついて指針を示し、「終末期ケアを考
える会」で勉強会も行っています。本
人、家族等の意思を尊重し、確認しな
がら支援しています。看取りについて
は準備をした経験もあり、チームとし
て連携する体制を整えています。

主治医との連絡は２４時間体制になっ
ています。急変時に備えて「緊急時マ
ニュアル」を備えています。また、全
体会議やフロアー会議にて確認してい
ます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

利用者様の居室に入室する際や、何か
行動する時には、声かけし同意を得て
から行っている。接遇に関して常に職
員皆で注意しあっています。

入室の際の声かけ、入浴やトイレへの
誘導等、細心の注意を払って対応して
います。利用者の一人ひとりをそれぞ
れの生活歴を持つ個人として人格を尊
重しています。

アセスメント・モニタリングでご本人
から直接「意向・要望」をお聞きして
いますが、ご本人が話しやすい雰囲気
作りを心がけ日常生活の中でも、入
浴・散歩・手伝いなどもご本人の意思
でして頂いています。

一人ひとりの体調や気分に配慮し強要
はしません。ご本人のペースを大切に
見守り・声かけを行っています。ま
た、ご本人の希望に添い買い物にも同
行しています。

それぞれ、皆さん好みの洋服を着たり
外出の時などはお化粧されたりと自分
なりにお洒落を楽しまれています。ま
た理美容もとても楽しみにされており
好みのスタイルやカラーもされて喜ば
れています。

盛り付け・配膳・食器洗いなど毎回、
職員と一緒に行っています。食事の時
間が楽しい時間になる様に声かけしな
がら雰囲気作りをしています。

利用者と職員は一緒に食事の準備を
行っています。盛り付けや配膳等、当
番制になるほど多くの利用者が参加し
ています。食事が楽しみとなるよう
に、季節感を感じる食材も大切に考え
て調理しています。移動パン屋の利用
も利用者の楽しみの一つです。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

食事量や水分摂取量は毎回記録に残し
て把握しています。ドクターとも相談
しながら体重コントロールも行ってい
ます。

歯科医師の指導のもと留意点を周知
し、レベルに合わせて声かけや磨き残
しのない様に付き添うようにしていま
す。義歯は、毎晩預かり消毒をしてい
ます。

排泄パターンを把握し、さりげなく声
かけし誘導しています。体調の変化に
より一時的にご家族の了解のもとリハ
パンを使用する事もありますが、トイ
レ誘導も併せて行い排除の方向にもっ
ていっています。

各フロアには３ヶ所のトイレがあり、
そのうちの一つは車いす対応となって
います。利用者の排泄の状況を常に記
録して把握しています。退院直後はリ
ハビリパンツを着用する事があって
も、徐々に自立できるように支援して
います。

排泄記録により、一人ひとりのパター
ンを把握しています。運動・水分摂取
を含め個人対応しています。必要があ
れば医師の指示をあおぎ、看護師の来
所時には必ずお腹の動きを確認しても
らっています。

週２回を基本に入浴して頂いています
が利用者様の希望に合わせいつでも入
浴して頂いています。利用者様の中に
は入浴時に普段は聞けないお話をして
下さる事がありますので大切な時間に
なっています。

利用者の希望に沿って入浴を支援して
います。利用者の多くはお風呂好きで
す。入浴中の利用者と職員の会話は貴
重なコミュニケーションの機会となっ
ており、生活のいろいろな話しが出て
います。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

一人ひとりのリズムや体力に合わせ、
夜の睡眠の妨げにならない範囲で休ん
で頂いています。夜、寝付けない時に
はお話をお聞きしたり安心して頂ける
環境作りに努めています。

医師・薬剤師と連携し服薬支援を行っ
ています。薬の変更があった時や状態
の変化があった時などは２４時間シー
トを使用し様子観察し医師・薬剤師に
繋げています。

掃除・洗濯・食事の盛り付けなど、そ
の方の出来る事をして頂いています。
縫い物の得意な方もいらっしゃいま
す。また、買い物・外食に出掛け楽し
んで頂けるよう外出支援もしていま
す。

日常的に散歩に出掛けています。地域
の方の協力により在宅時より参加して
いる「地域の会」に今でも継続して参
加されています。

散歩に出かけたり、外食・喫茶を楽し
めるようにスタッフは支援していま
す。散歩の途中には近隣の方から植物
の種をいただくなど交流もあり、地域
に馴染んでいます。また、以前暮らし
ていた地域の仲間との交流会に度々出
かける利用者もいます。

ご本人の希望で所持されている方もい
らっしゃいます。大きい金額ではあり
ませんが、ご家族の了承のもと所持さ
れています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

いつでも自由に使用して頂いていま
す。お知り合いからお電話がある事も
良くあります。手紙のやり取りもして
頂いております。

フロアーには、利用者様と一緒に季節
を味わえる装飾を工夫し作り飾ってい
ます。

明るい共有のスぺースには大きなテー
ブルが置かれ、食事や趣味の作業をす
る場所となっています。ソファが置か
れたスペースでは庭を眺めたり、TVを
観ている利用者もいます。壁には季節
の飾りがあったり、行事で撮った記念
写真も掲示されています。

出来るだけ気の合う人との席の配置を
考えています。また、玄関ホールやテ
レビの前にソファーを置きそれぞれお
気に入りの場所で過ごされています。

使い慣れた家具や大切にされている物
ご家族の写真など自由に持ち込んで頂
いたり、飾ったりして頂いています。

ベッド、作り付けのクローゼット、
チェスト、洗面台が設置されています
が、以前からの使い慣れたタンスや机
を持ち込んでいる利用者もいます。家
族の写真、絵、手芸作品等も飾られて
います。部屋からは緑多い木々を眺め
ることができます。

トイレの場所がわかる様に張り紙をし
たり居室を迷わない様に目印を付けた
りお名前の位置をご本人の目の高さに
したり工夫している。歩行の障害にな
る物は取り除き動線の確保に心がけて
います。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）
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 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

２ヶ月に１回、ご家族・地域の方・包
括支援センターの方々の参加で活動状
況や入居者様の状況報告し、要望・助
言を頂いています。

区役所生活保護課の方など情報交換し
ています。

地域の方が行っている公園体操に参加
したりホームのイベントへのお誘いな
ど交流をしています。また、お散歩時
には声を掛けて頂いたり、お花を下
さったりと日常的に交流しています。

　

地域交流会などで認知症についてお話
させて頂いたり質問にお答えさせて頂
いています。また、中学生の職場体験
でのふれあいを通じて理解を深めて頂
ける様取り組んでいます。

　

「優しい心で暖かい介護」の理念に
そって利用者様の立場に立ち心に寄り
添える様に努力し実践しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

全体会議で勉強会を行っています。

あらかじめ契約書のサンプルに目を通
して頂き、契約当日には一つ一つ説明
を行い納得頂いて契約となります。

運営推進会議・家族会での意見や面会
にいらした時になんでもお話して頂き
運営に反映させています。

入浴時の身体のチェックや、毎月の全
体会議・フロアー会議・日々の申し送
りで常に職員と話し合い防止に努めて
います。

玄関はオートロックになっています
が、その他の施錠を含めて身体拘束は
していません。ホーム内でも身体拘束
廃止委員会を作り会議を行い、会社で
も安全対策委員会で毎月勉強会が行わ
れとりくんでいます。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

ご本人に気持ちに寄り添い、寂しさ・
辛さ・不安な事・・・何でも傾聴し、
ホームでの生活で我慢する事が無く職
員に何でも訴えて頂ける様な雰囲気を
作り、信頼関係を築く事に努めていま
す。

交換研修を行って交流の機会を設けて
サービス向上に取り組んでいます。

積極的に研修を受ける機会を設け社内
研修・外部研修など学習の機会を作っ
ています。また、ホーム内でも常に気
付いた時や会議の時などで学習会を
行っています。

毎月の全体会議・フロアー会議で意見
や提案を聞いたり、普段の会話の中で
も話しを聞き反映させています。

シフトを作る際は、職員に希望休を聞
き業務中も休憩を取る様にしていま
す。また、職員は、それぞれの役割を
持ち向上心を持って働ける様にしてい
ます。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

ご近所のお知り合いの方のお宅を訪問
したり、いつでも面会に来て頂いてい
ます。また、ホームのイベントにもお
誘いし参加して頂いています。

暮らしを共にする者として意見を聞き
話をし、安心して何でも話して頂ける
雰囲気作りに努めています。

ご家族とご本人の関係を大切にし、ご
家族と共にご本人を支えて行ける様努
めています。

ご家族の不安・心配・色々な思いを伺
い、安心して頂ける様な会話に努めて
います。面会時などもお話しやすい雰
囲気作りに心がけ何でも話して頂ける
関係作りに努めています。

ご本人とご家族の希望があれば介護保
険外のサービス提供も考え支援してい
くよう努めています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

一日の生活のリズムを把握し、その中
でお手伝いや散歩・レクリエーション
を通じて心身状態やＡＤＬを確認を行
い職員間で情報の共有し、把握に努め
ています。

日常会話の中でご本人の要望や不満を
聞き把握に努め出来るだけ要望に添え
る様努めています。また、言葉で表現
できない方には普段の生活から思いを
汲み取り把握に努めています。

ご家族からの情報や、日常での会話、
特に入浴時など、ゆっくりお話を聞き
把握に努めています。

退去後も定期的に連絡を取り情報提供
し相談や支援に努めています。

利用者様一人ひとり、出来る範囲で役
割を持って頂き、皆さんでに協力出来
る環境作りに努めています。また、相
性等を見極め利用者同士の関わりが持
てる様配慮しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

一人ひとりの生活歴を把握し馴染みの
人達との関係を続けられる様に支援す
る。地域の方が行っている公園体操な
どにも参加させて頂いてます。

月２回定期的な診察を行っています。
また、特変時なども２４時間対応なの
で安心して医療が受けられる様支援し
ています。

日々、ケアの実践の様子を記録し、情
報の共有を行いより良い暮らしが出来
る様見直しを行っています。

その時の状況に臨機応変に対応出来る
様に努めています。利用者様のニーズ
に対応し、個別での外出なども行って
います。

定期的にカンファレンスを行い課題や
ケアのあり方について話し合っていま
す。モニタリングを行いその時々の現
状に即した介護計画書を作成できる様
に努めています。

株式会社フィールズ



グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

定期的に、消防署・地域の方も参加し
て頂き消防訓練を行っています。消化
器を使用しての初期消火の訓練や避難
誘導のアドバイスを頂いています。

ご家族、医師、看護師を交えてケアに
ついて話し合い、できる事できない事
について説明を行い、納得の出来る形
でその人らしい終末期が過ごせる様
チームで支援を行っています。

緊急時マニュアルを作成している。応
急手当などは、慌てずに行動できる様
全体会議・フロアー会議で勉強会を
行っています。

通常は、利用者様一人ひとりの連絡
ファイルの記入で伝え相談していま
す。必要がある時は、直接電話で相談
しています。

サマリーの提供をしたり、入院先の医
師やケースワーカーと連絡を取り状態
の把握をしています。
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グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

献立を掲示して楽しみにして頂いてい
ます。利用者様と職員で盛り付け配膳
を行い、食後は皆さん自然に仕事を分
担して楽しく片付けをしています。

個人個人のペースに添い毎日を楽しく
穏やかに過ごせる様に希望を把握して
支援しています。

娘様と美容院に行かれたり、訪問の理
美容で髪を染めたりお洒落を楽しまれ
ています。

その人にとって一番誇りに思っている
事を大切にしてプライバシーを守り安
心して生活できる様に対応していま
す。

ご本人が話しやすい雰囲気を心がけ、
心の内を表しやすい様、日々コミュニ
ケーションをとっています。入浴・散
歩・手伝いなどもご本人の意思を聞き
無理強いはしない様にしています。
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グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

水分摂取や運動を含め個別に対応して
います。必要があれば医師に相談し指
示を仰ぐ様にしています。

ご希望の時間帯等できるかぎりご本人
の意思を大切にしています。また、女
性利用者様には希望により女性職員が
対応出来るよう個別に対応していま
す。

毎食後、実施しています。就寝前は、
職員がポリデント消毒をおこないま
す。また、毎週、歯科衛生士による口
腔ケアの指導も実施しています。

排泄記録により排泄状況の把握をし、
一人ひとりのパターンにあった声掛
け、誘導など状況にあった支援を行っ
ています。

食事量・水分量を記録し、必要量がと
れているか確認しています。水分が不
足しがちな方には、TVを見ながら談話
しながらなど、こまめに摂取していた
だいています。
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グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

希望される利用者様には、ご本人ご家
族と話し合いのもとお金を所持して頂
いています。

生活歴や持っている能力、ご希望に
添って役割を持って頂き生活に張りと
充実感持って頂ける様に支援していま
す。

散歩や公園体操は日常的に行っていま
す。定期的に外食・お茶のみにでかけ
ています。ご本人の希望に添って個別
対応で買い物に同行したりしていま
す。

ご自身のリズムに合わせて居室で休ん
で頂いたり、夜ゆっくり眠れるように
散歩・レクリエーションで体を動かし
て頂いています。

皆様の服用している薬を理解し与薬の
際は職員２名で確認している。薬の変
更があった時には注意深く様子観察を
行い記録して医師に伝えています。
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自己評価

実施状況 実施状況
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自
己
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評
価
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外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

御本人の使い慣れた家具を持ち込まれ
たり、お孫さんやペットの写真を飾っ
たり自由に居心地の良い居室にして頂
いています。

建物内で迷う事無く自立した生活が出
来る様に見やすい所に張り紙をしたり
工夫しています。また、安全に行動し
て頂ける様に歩行の障害になる物は取
り除き動線の確保に心がけています。

季節に合わせて利用者様と一緒にフロ
アーの飾りつけを作ったり危険の無い
ように導線の確保に気を付けていま
す。

居室で静かに過ごしたり、気の合う利
用者様で居室を行き来したりしていま
す。フロアーのソファーでくつろぐ方
もいらっしゃいます。それぞれのお気
に入りの居場所が出来ている様です。

いつでも自由にして頂いています。手
紙を書かれると職員に「帰りにポスト
に入れて」と持ってこられます。
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　（別紙４（２）） 事業所名　グループホームみんなの家　川崎新百合ヶ丘

目標達成計画 作成日：　平成　２４　年　１１　月　２　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 5

　
玄関入り口の施錠

防犯・安全面で、終日施錠を行わない事は難
しいが天気の良い日など施錠を行わない時
間を作って行く。

天気の良い日中などは、玄関を開放し外のベンチ
などでお茶やおやつを召し上がって頂いたり、談
話して頂ける時間を作って行く。 適時継続

2 15

　
献立・おやつの工夫

食事の献立は栄養士と相談する機会を持ち
変化のあるメニューになる様に協力して行く。
おやつに関して楽しく食べて頂ける様に工夫
して行く。

「利用者家族等アンケート」でのご意見もあり、栄
養士に利用者様の要望や状態の変化を伝えて、
メニューを考えてもらう。　おやつに関しては利用
者様と一緒におやつ作りをするなど楽しく食べて
頂く雰囲気作りをして行く。

適時継続

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して
取り組む具体的な計画を記入します。


